眼・視覚系　2007年　過去問解答（仮）

１．　答え（おそらく）c
（１）×（1/6解剖の授業　または　1/26　４限のプリント参照）

　　（２）？

　　（３）×（1/26　４限のプリント参照）
　　（４）×（1/6　２限のプリント参照　角膜屈折力は約４０D、水晶体屈折力は約２０D）
　　（５）？
　　
２．答え　1,2　（1/26　３限プリント、病気がみえる　糖尿病・代謝・内分泌　P.50参照）
３．答え　1,2,3,4　　（1/13　１限プリント参照）

４．答え　①金属（磁性異物）
　　　　　②視神経（脳？）
５．答え　C（1，2，5）　　（1/6プリント参照）

６．答え　E（2，4，5）　　（1/6プリント参照）

　　※眼神経は三叉神経の一枝

７．答え　b、e　　（1/13　４限プリント参照）
a.×　開放隅角緑内障では、ほとんど自覚症状がないまま進行し、末期になって初めて視野欠損が自覚される。視力が障害されるのはその後だと思われる。

b.○　

c.×　最近の日本人の中で最も多い緑内障は、正常眼圧緑内障である。

d.×（？）　この選択肢にあるβ遮断薬や、炭酸脱水素酵素阻害薬も確かに点眼薬ではあるが、近年緑内障に使われる第一選択の点眼薬、ﾌﾟﾛｽﾀｸﾞﾗﾝｼﾞﾝ関連薬についての記載がないので、この選択肢の記述は不十分だと考えられる。

e.○　プリント６ページ目に、日本人でも21mmHg以下が正常？とあります。？とされていますが、ここは研究によって21mmHg以下が正常と判断されつつある、という記載だと考え、○。他の文献を調べても、20以下、21以下というものが多いです。
８．答え　保留。とりあえずｂは○です。（1/13　２限プリント参照）
９．答え　保留。とりあえずｄは×です。（1/13　２限プリント参照）

１０．答え　a,ｂ,d（1/19　２限プリント,病気がみえる　糖尿病・代謝・内分泌　p.50参照）

　　　e.黄斑浮腫は進行の状態に関わらず発生する。

１１．答え　a,ｄ（1/19　２限プリント参照）

　　　b.網膜に新生血管が発生するが、脈絡膜には発生しない。
　　　c．Scheie分類。

　　　e.網膜色素上皮細胞ではなく、網膜血管内皮細胞により形成される。

　　　　網膜色素上皮細胞が形成するのは外網膜血管柵である。

１２．答え　a,b,c,d,e　　（1/19　２限プリント参照）
１３．答え　保留。とりあえずb.c.eは○です。　（1/26　3限プリント参照）
１４．答え　a,b,c,d,e　（1/19　１限、1/26　3限　プリント参照）

１５．答え　1,4　　（1/19　２限プリント参照）
網膜への栄養血管は内層を網膜中心動脈系に、外層を脈絡膜系に依っている。内層の構成細胞は神経節細胞、双極細胞、Muller細胞などで、網膜脳層である。外層は視細胞と網膜色素上皮細胞を指し、網膜神経上皮層とも呼ばれる。
１６．答え　2,4,5　（1/20　２限プリント参照）

ツベルクリン反応陰性であり、両側肺門部リンパ節腫脹、非乾酪類上皮細胞肉芽腫が所見でみられるが、これはサルコイドーシスの所見に一致する。

　　　サルコイドーシスは原因不明の全身性の慢性肉芽腫性炎症疾患であり、非乾酪類上皮細胞肉芽腫が前進多臓器に生じる。

　　　〈サルコイドーシスの特徴的な眼病変〉

肉芽腫性前部ぶどう膜炎：豚脂様角膜後面沈着物、瞳孔縁に生じる虹彩結節のいずれかを伴う前部ぶどう膜炎。

隅角結節、あるいはテント状周辺虹彩前癒着

雪玉状硝子体混濁

結節状の網膜静脈周囲炎

網脈絡膜の白斑と萎縮病変

視神経乳頭状の肉芽腫性病変

１７．答え　a,c,e　（1/27　1限プリント参照）
　　　a.不同視弱視の場合、屈折異常を矯正するために眼鏡をかけることが第一選択。

　　　　それに+αの治療として、健眼遮蔽を行うこともある。ただし、健眼遮蔽は両眼視を損ない、健眼の弱視化のおそれがあるので、長時間の訓練は行わない。

　　　b.形態覚遮蔽弱視は、現段階ではまだ治療のできないものも多く、また最大限の視機能を発達させる環境を整えたとしても、通常の視力まで回復させるのは難しい。
　　　d.屈折異常弱視は中等度以上の遠視、乱視があると起こりやすい。

　　　e.これはわかりません。消去法で○だと考えました・・・。

１８．答え　a,c,e　（1/27　１限プリント参照）

　　　弱視の発症は臨界期があり、8歳まで。8歳以下であれば、年齢の面では弱視になる可能性ある。

　　　a.屈折検査で2.0D以上の左右差があるものは不同視弱視になる可能性がある。

　　b.どちらの眼も内斜することがあるというので・・・これは弱視が発生しにくいのではないかと思われる。
　　c.形態覚遮蔽弱視は、角膜混濁、分娩時の角膜障害、先天白内障、水晶体偏位、黄斑変性、未熟児網膜症、白子症、先天無虹彩症、先天緑内障、外傷などが原因となる。

　　d.12ヶ月であるので、視力は発達過程ではなく成熟後だと考えられる。ので×。

　　e.眼位が正位になることがないので、正位でない方の眼で見ないようにする癖がついたり、固有視からの感覚抑制があるため、弱視の可能性があると考えられる。
１９．答え　a
アトロピン点眼は何故行っているかというと、遠視度を正確に測定するため必要となる。遠視があっても、もともと子供はピントを合わせる力が強くて本来もっている遠視を隠してしまう。調節麻痺下屈折検査というが、アトロピンの点眼でピントを合わせる毛様筋を麻痺させると、水面下の遠視が全部出てきてメガネの度が正確に決定できる。遠視が原因で内斜視となっている場合、純粋調節性内斜視という。この場合の治療は、手術は禁忌。遠視矯正眼鏡で治療する。
+4.5Dとあるが、乳児は大抵少し遠視があり、+２±２Dが普通としている文献もある。だが３歳時までに成熟した視力を獲得するので、遠視はなくなっていく。+4.5Dは３歳児にとっては少し強い遠視であるので、内斜視の原因となっていたと考えられる。

２０．答え　①総涙小管　②涙嚢　③下　（1/20　１限プリント参照）

２１．答え　1,4　　（1/20　１限プリント参照）

　　　　1.鼻涙管は遅くとも出生前に開口する。
　　　　4.ブジ―法は治療法。診断のためではない。

２２．答え　2,3,4（1/7　４限プリント、病気がみえる　糖尿病・代謝・内分泌　p.172参照）
　　　甲状腺眼症とは、甲状腺機能亢進症の一つであるBasedow病（Graves病）の眼病変である。上眼瞼挙筋の過度の緊張による眼瞼後退や、眼球突出、Graefe徴候（家宝視の際に上眼瞼の下降に遅れが見られる）、Dalrymple徴候（正面視により上眼瞼が後退し、虹彩上部の眼球結膜、つまり瞳の上の白目が見える）などが特徴である。
２３．答え　1,2,3,4　（1/7　４限プリント参照）
　　　2.プリントに記載はなかったが、水晶体調節機能が加齢により低下していくため、老眼が起こるため。

5.角膜は40D 、水晶体は20Dの屈折力である。

２４．答え　1,3,4,5　（1/7　４限プリント参照）

　　　4.眼外傷によっても水晶体偏位は起こる。

２５．答え　1,4,5　　（1/7　４限プリント参照）
　　　1.後嚢破損でリスクが高まる

　　　2.角膜上皮障害ではなく、角膜内皮障害。

　　　3.2000人に一人。

　　　5.切開幅減少＝乱視減少

２６．答え　RV=0.5(1.2×-3.0D¬Cyl.-1.5D Ax.180°）　（05＆06解答　問題1参照）
　　　視力とは

①定義：２点を識別できる眼の能力（最小分離閾）

②表し方：少数視力：最小視角の逆数で表した視力

　最小視角：目がかろうじて判別できる２点が目に対してなす角

RV：右の視力、LV：左の視力、D：ジオプター、＋：凸レンズ(遠視)、－：凹レンズ(近視)、cyl.：円柱レンズ(乱視)、Ax.：軸

0.01以下の表記法　指数弁：ＣＦ　手動弁：ＨＭ　光覚弁：ＬＰ

n.c.：矯正不能　NLP：光覚なし

２７．答え　1,2,4　（05＆06解答　問題３参照）

観察可能部位は結膜、角膜、前房、虹彩、水晶体、硝子体であり、眼球組織を前方から後方に向かって順に診断する。また、付加レンズを使用することで隅角部の様子や眼底の周辺部を観察することも可能（詳細な眼底検査をする事が可能）。（STEP眼科）

涙点、毛様体も診察可能らしい。インターネットの情報なので怪しいがいくつかのサイトに記載があったので信じた。

（http://www.vdt-life.com/test/slitlamp.htm
http://www.cl-jiten.net/cl/archives/2006/01/post_166.html　etc）

以上より、a,b,c,d,eの全部を観察できることが分かる。

しかし、a.角膜、b.類点、d.水晶体は斜照法で観察可能　　　　　　　　　　　　　　なので、解答はc,eに絞れる。

また、視神経乳頭は蛍光眼底造影法で観察可能（STEP眼科）なので、解答はc.毛様体のみか。

２８．答え　①暗点、②視野狭窄、③半盲　（05＆06解答　問題２参照）

２９．答え　４　（1/27　２限プリント参照）
　　　錐体ジストロフィーでは夜盲ではなく羞明や昼盲が起こる。これが進行すると桿体系の異常が起き、夜盲の原因となることも。桿体ジストロフィーはプリントに記載がなかったが、錐体ジストロフィーが進んで桿体細胞が侵されてしまった状態のことをいうのではないかと思われ、答えを４に絞った。

３０．答え　2,3,5　

　　　角膜の構造は以下の５つからなっている。

　・角膜上皮層
　　・ボーマン膜
　　・角膜実質層
　　・デスメ膜
　　・角膜内皮層
　

３１．答え　1
　　　角膜には血管が通っていない。異物に応答して拒絶反応を引き起こす免疫システムである白血球と抗体は血流で運ばれる。したがって、これらの細胞や抗体は移植された角膜には届かず、異物組織に出会うこともないので、拒絶反応は起きない。
３２．答え　①視神経乳頭、②前部視神経乳頭炎、③色覚、④中心フリッカー値、⑤視覚誘発電位、⑥白血球、⑦ステロイド、⑧レーベル視神経症、⑨中心、⑩ミトコンドリア、⑪メチルアルコール、⑫エタンブトール
　　　（1/26　４限プリント参照）

３３．答え　３　（1/29　３限プリント参照）

３４．答え　３　（1/29　３限プリント参照）

